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1 Aa－1 高齢期に向けての生活設計一高齢者の人間関係一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島大学校教育 中間美砂子

　人が基本的人権を確立し、人らしく生きるためには、生活自立が基本課題となる。しか

し、高齢期の生活自立は、人々のサポートがあってこそ可能である。したがって、人々と

の関係をどう構築していくかということが高齢期に向けての生活設計の大きな課題となっ

てくる。サポートの内容としては、情緒的・精神的面、生活面、身体面があり、人間関係

としては、家族（配偶者、子ども、子どもの配偶者、孫等）、近隣関係、趣味・社会活動

を通しての知人・友人、職業を通しての知人・友人、幼なじみ・同窓生などがある。サポ

ート内容と人間関係のかかわりを明らかにすることが高齢期に向けての生活設計の課題と

いえる。高齢期の人間関係のありかたいかんには、高齢期にいたるプロセスにおける人間

関係の形成が影響する。すなわち、サポートを受ける前段階として、サポートを与える経

験が必須で、サポートの授与がなされはじめて、サポートの授受。サポートの受容へとス

ムーズな移行が可能である。したがって、家庭や学校における人間関係能力の育成を基盤

とした、若年期、壮年期を通しての人間関係形成努力が必要となってくる。まず、サポー

ト授与期には、ボランティア経験を通して高齢者に触れる経験を持ち、サポート授受期に

は家族関係、近隣関係の形成のみでなく、主体的・選択的ネットワークの形成努力が必要

である。さらに、サポート受容期には、ボランティアや公的機関によるサポート涜快く受

けることのできる態度を欠くことができない。充実した高齢期を過ごし生涯を全うすうた

めには、生涯学習を通しての人間関係能力の育成が大きな課題となってくる。

1 Aa-2 高齢者の生活経営 お茶の水女大生活科学 御船 美智子

【目的】元サラリーマンで，大都市居住の高齢者の生活を，その基盤である経済的側面に
ついて，貯蓄，生活費を中心に実情を明らかにし，今後の方向を探る。従来高齢者の経済

生活については世帯単位で把握されることが多かったが，高齢者夫婦，個人を対象とする。
貯蓄，生活費を規定する要因として，子供との同居・非同居，所得，貯蓄高，対高齢期準

備，遺産についての考え，対要介護準備などを考え，その関係を把握する。

　【方法】東京，大阪，名古屋の三大都市圏に住む，me 0～7 9歳，満6 O歳までに最長
の就業状態がサラリーマンであった者，その配偶者，寡婦を対象に,19 9 2年９月に実
施した調査データを分析する。

　【結果】子供との同居・非同居については，収入の多少による差はない。夫婦が既婚子と

同居している場合の家計費の独立の程度は，完全に別々で独立が30％,既婚子の面倒を見
るのは6％,共通費を高齢者夫婦が負担するのｰが15％,共通費を適当に分担するのが38％,

共通費を既婚子が負担するのが6%,既婚子家計に依存するのが6％と高齢者の独立度はか
なり高い。寡婦の場合でも既婚子家計に依存するのは33％であり，半数以上は経済的に独
立している。高齢者の経済生活について，ライフサイクル仮説では貯蓄を取り崩す時期と

位置づけられているが，その事実は観察されない。高齢者は貯蓄意欲が非常に高く，実際

にも貯蓄をしている。高い貯蓄の理由には要介護になった時のための準備が多く，この割
合は子供との同居・非同居でかわらない。しかも寡婦では同居の方が要介護準備費用のた

めとする割合が高い。また対高齢期経済準備をした高齢者は貯蓄額が多く独立度も高い。

71


